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1 和迅新聞の「1984-1992 中国市場経済進入春天」により、中国は 1992年の第 14回党大会で「社会主義
市場経済建設」を決定し、市場経済体制の改革目標を明確にした。
















































                                                   
6 育児についてはほぼ全ての国有企業に保育施設が設置され、無償に近い価格で育児サービスが提供され
ていた。 溝口（2017）「中国における 90年代の市場経済化とジェンダー」による。 







































                                                   
8 「就職差別に泣く女子大生、中国でも 女性への偏見、半数が「感じる」」 産経ニュース 
http://www.sankei.com/world/news/130305/wor1303050017-n2.html 閲覧日 2016年 10月 18日 
9 国連の基準では、65歳以上の人口が全人ロの 7％以上を占める社会を高齢化社会と規定されている。 




































「第 2 章 先行研究の検討」では、大学生の就職事情に関する先行研究、就職意識に関
する先行研究、就職意識に影響をもたらす要因の分析および一人っ子政策の廃止によって
                                                   




「第 3 章 調査概要と分析方法」では、研究対象の設定条件、サンプリング方法につい
て説明し、続いて、本論文で用いたアンケート用紙の構成を説明する。また、調査の実施
方法、調査のプロセスなどについても本章で説明する。 



































































日 2017年 10月 29日 
14 同じ苗字（李）の著者が本文で繰り返し言及するので、区別するため本文ではフルネームで表記する。 















































































                                                   
17 職業意識の定義である。大辞林第三版の解説による。 




































                                                   
18 大手企業を指している。 
19公務員を指している。 












































































































































Ⅰ 第 2子は所定条件により、厳格に許可。第 2
子の割合を 10％以内に抑える 
Ⅱ 第 1子目が女児の場合、出産間隔は 4-5年。
母親が 28歳以上 




















                                                   
25 「二孩政策或加劇女性就業難」http://acwf.people.com.cn/n/2015/1103/c99013-27770743.html 中国




また、2012 年 4 月 18 日に施行された労働者保護特別規定(国務院令第 619 号)は近年の
労働環境の変化に対応しており、それは女性労働者の妊娠中の労働時間及び産前産後の休



































































                                                   
26 中華人民共和国教育部 2016 年教育統計データにより。
http://www.moe.edu.cn/s78/A03/moe_560/jytjsj_2016/2016_qg/ 閲覧日 2017 年 12 月 25 日 
27 中華人民共和国国家統計局のデータにより。
http://data.stats.gov.cn/search.htm?s=%E5%8C%97%E4%BA%AC%202015%20gdp 閲覧日 2017 年 12










諾してくれた大学は北京市にある G校、B校、Z校 3校であった。中国における 1237ヶ所28

























                                                   
28 中華人民共和国教育部 2016年教育統計データによる。 
http://www.moe.edu.cn/s78/A03/moe_560/jytjsj_2016/2016_qg/201708/t20170823_311669.html 閲覧日 
2017 年 12 月 25 日 





























学 100 名ずつ、合計 300 名の女子大学生にアンケート調査を実施した。各大学の在学生と

























調査Ⅱの調査協力者は 6 名の女子大学生で、それぞれの個人的属性を表 3-1 に示してい
る。 
 
表 3—1 調査参加者 












1名 学校の寮 漢民族 







無し 学校の寮 少数民族 
Ｚさん 三 年 生
（Ｂ校） 
広告 大都市 無し 学校の寮 漢民族 
Ⅹさん 四 年 生
（Ｂ校） 
日本語 大都市 無し 学校の寮 漢民族 




無し 実家 少数民族 
 
Ｙさん 三 年 生
（Ｇ校） 






調査Ⅱで用いる質問項目は (1)個人情報、(2) 就職の目標とその理由に関する質問、(3) 
就職についての情報源に関する質問、(4)「女性」という立場と就職に関する質問、（5）一





















































VOICE TRACER VTR7000 と携帯で録音した。調査の日程およびインタビュー時間は表 3-3 に
示したとおりである。 
 
表 3-3 インタビュー調査の日程およびインタビュー時間 
学習者 日程 インタビュー時間 
Ｓさん 2017年 9月 7日 53分 
Ｌさん 2017年 9月 7日 53分 
Ｚさん 2017年 9月 10日 41分 
Ｘさん 2017年 9月 6日 
2017年 9月 13日 
35分 
9分 
Ｗさん 2017年 9月 10日 51分 




































表 4-1調査対象者の構成  
大学 学年 サンプル数 農村出身者の割合 一人っ子の割合 漢民族の割合 
Ｚ大学 三年生   55 36.6%（34） 36.6%（34） 89.2%（83） 
四年生   38 
Ｂ大学 三年生   51 27.5%（23） 
 
59.3%（54） 90.1%（82） 
四年生   40 
Ｇ大学 
 
三年生    4 25.3%（23） 57.1%（52） 
 
89.0%（81） 














                                                   
30 中国知網「当代大学生権力価値観存在的偏差与対策――基于対大学生権力価値観的実証調査による。 









と記す）を降順に並べた結果を示したのが表 4-2 の a 欄である。表 4-2 のｂ欄は、女子学
生が 30項目の中で最も重視すると回答した項目の順位である（第１位から 30位まで）。 
表 4-2から以下のことが読み取れる。まず、重視度が 90%位の最初の 5項目からは「高収
入で、競争のストレスが少なく、楽しく、安定した職場環境を女子大学生は求めているこ
とが伺える。ｂ欄の最も重視する項目はどれかを見ると、a欄の第 3位にある「競争のスト




等に与えられる」が a欄では第 24位であるのに対し、ｂ欄では第 1位になっており、また






楽な仕事」、第 3 因子を「高収入・高地位・高望み」、第 4 因子を「女性を活用する職場・




第 1因子「能力を高める・専門を生かせる」: 質問項目の 15、18、19、20、21、22 
第 2因子「低競争・楽な仕事」:質問項目の１、2、4、6、9 
第 3因子「高収入・高地位・高望み」:質問項目の 8、10、11、12、13、24 
第 4因子「女性を活用する職場・仕事家庭を両立する」:質問項目の 27、28、29、30 
第 5因子「人と社会の役に立つ仕事」:質問項目の 23、25、26 
第 6因子「生涯安定・福利厚生完備」:質問項目の 3、5、7 












 1． Q10 収入が高い 92.00 7 
 2． Q26 他人の役に立てる 90.55 22 
 3． Q6  競争のストレスが少ない 89.82 28 
 4． Q12 大手企業   89.45 17 
 5． Q2  仕事内容が楽である 89.09 29 
 6． Q20 技術が身に着けられる 88.73 11 
 7． Q28 職場の環境  87.27 10 
 8． Q11 職場は将来性がある 86.91 3 
 9． Q16 自分の能力と特長が生かせる  84.73 14 
 10． Q15 自分の専攻と関わりがある  84.73 21 
 11． Q1  転勤がないこと 81.82 27 
 12． Q19 昇進やキャリア教育を重視する 80.00 16 
 13． Q9  職場に知り合いがいる 78.91 30 
 14． Q18 出張、海外勤務ができる  76.00 20 
 15． Q14 自分の興味に合っていること 75.27 5 
 16． Q23 仕事の内容が多様  65.82 25 
 17． Q27 仕事と家庭が両立できる 65.45 12 
 18． Q5  一生涯、そこで働ける企業  65.09 13 
 19． Q8  職場が大都市にある 64.00 19 
 20． Q30 女性を活用する職場  63.27 15 
 21． Q25 社会に貢献がある  62.91 23 
 22． Q24 社会的地位が高い 61.82 26 
 23． Q21 昇進のチャンスが多い 61.09 8 
 24． Q17 機会が平等に与えられる  60.73 1 
 25． Q22 自分の能力を高める  58.91 4 
 26． Q4  職場は家まで近い  58.18 24 
 27． Q7  保険制度が整っている 53.45 2 
 28． Q13 知名度が高い 52.36 18 
 29． Q29 会社の理念、社風 46.55 6 





表 4-3 就職において重視する条件 30項目の因子分析 
Component 
質問項目 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 
F1「能力を高める・専門を生かせる」 
 Q20技術が身に着けられる .796 -.079 .011 .047 .104 .100 .184 
 Q19昇進やキャリア教育を重視する .744 -.007 .167 .122 .194 .153 .094 
 Q22自分の能力を高める  .613 -.120 .160 .133 .247 .300 .222 
 Q15自分の専攻と関わりがある  .560 .248 .054 .148 -.056 -.209 .374 
 Q21昇進のチャンスが多い .502 -.094 .325 .258 .075 .328 .120 
 Q18出張、海外勤務ができる  .480 -.019 .466 .055 .214 .077 .138 
F2「低競争・楽な仕事」 
 Q2仕事内容が楽である -.105 .734 .064 -.064 .076 .097 .147 
 Q1転勤がないこと .023 .698 -.065 .195 .091 .083 -.128 
 Q6競争のストレスが少ない .079 .696 .199 -.063 .073 .081 -.205 
 Q4職場は家まで近い -.128 .672 .062 .047 .080 .074 .178 
 Q9職場に知り合いがいる .079 .557 .488 .056 -.066 -.044 .084 
F3「人と社会の役に立つ仕事」 
 Q12大手企業 .362 .089 .691 .222 .184 -.028 -.101 
 Q8職場が大都市にある .028 .180 .648 -.032 .018 .180 .144 
 Q10収入が高い .058 .011 .548 .154 .006 .281 .327 
 Q13知名度が高い .512 .106 .540 .215 .128 -.113 -.090 
 Q24社会地位が高い .069 .207 .534 .190 .460 -.087 -.012 
 Q11職場は将来性がある .339 -.187 .413 .255 .170 .320 .325 
F4「女性を活用する職場・仕事家庭を両立する」 
 Q28職場の環境  .082 -.157 .246 .750 .105 .187 .065 
 Q30女性を活用する職場 .240 .184 .141 .703 .119 -.024 .087 
 Q29会社の理念、社風 .195 -.022 .153 .675 .191 .268 .163 
 Q27仕事と家庭が両立できる .001 .329 -.102 .651 .301 .061 -.016 
F5「人と社会の役に立つ仕事」 
 Q25社会に貢献がある  .199 .113 .036 .192 .859 .054 .037 
 Q26他人の役を立てる .266 .128 .003 .125 .832 .088 .044 
 Q23仕事の内容が多様  .034 .001 .284 .180 .666 .068 .143 
F6「生涯安定・福利厚生完備」 














表 4-4 理想の職種(複数選択) 
   職種 パーセンテージ（人数） 
1 事務職   54.2%（149） 
2 管理・専門職   47.3%（130） 
3 技術職   39.6%（109） 
4 企業経営職   32.4%（89） 













 Q3休日が充実している .054 .297 .011 .077 .144 .644 .262 
 Q5一生涯、そこで働ける企業 .178 .484 .051 .195 -.060 .487 -.300 
F7「能力平等発揮」 
 Q16自分の能力と特長が生かせる .357 .072 .088 .000 .112 -.064 .781 
 Q17機会が平等に与えられる  .312 -.079 .156 .247 .055 .225 .553 











就職も選択肢としたが、表 4-5には上位の 5項目のみを記載した。 
 
表 4-5 卒業後、どんなところで就職したいか（複数選択）  
どんなところで就職 パーセンテージ（人数） 
1 外資系企業   53.1%（146） 
2 国有企業   52.0%（143） 
3 事業単位   46.9%（129） 
4 進学   42.5%（117） 































表 4-6 卒業後、どこで就職したいか（複数選択） 







































の選択基準の 7因子（第 1因子「能力を高める・専門を生かせる」、第 2因子「低競争・楽
な仕事」、第 3 因子「高収入・高地位・高望み」、第 4 因子「女性を活用する職場・仕事家




第 4因子の得点が有意に高いことがわかった（第 3因子：t(273) = 3.649, p < .001; 第 4
因子：t(273)= 2.399, p < .05）。また、第 7因子に関しても、同様の傾向がみられた（第


























Mean t p値 
第 1因子 はい 198 3.963  0.637  0.045  0.716  0.475  
いいえ 77 3.900  0.685  0.078      
第 2因子 はい 198 3.400  0.708  0.050  -1.195  0.233  
いいえ 77 3.514  0.721  0.082      
第 3因子 はい 198 4.018  0.567  0.040  3.649  0.000  
いいえ 77 3.727  0.655  0.075      
第 4因子 はい 198 4.240  0.542  0.039  2.399  0.017  
いいえ 77 4.049  0.709  0.081      
第 5因子 はい 198 3.732  0.751  0.053  0.340  0.734  
いいえ 77 3.697  0.831  0.095      
第 6因子 はい 198 4.242  0.606  0.043  1.045  0.297  
いいえ 77 4.156  0.643  0.073      
第 7因子 はい 198 4.273  0.615  0.044  1.961  0.051  
いいえ 77 4.100  0.755  0.086      
注:第 1因子は「能力を高める・専門を生かせる」、第 2因子は「低競争・楽な仕事」、第
3 因子は「高収入・高地位・高望み」、第 4 因子は「女性を活用する職場・仕事家庭を両立















故郷で就職する N Mean SD t p値 
第 1因子 はい 149 3.879  0.663  -1.847  0.066  
いいえ 126 4.024  0.628      
第 2因子 はい 149 3.413  0.681  -0.470  0.639  
いいえ 126 3.454  0.750      
第 3因子 はい 149 3.869  0.589  -2.013  0.045  
いいえ 126 4.016  0.617      
第 4因子 はい 149 4.195  0.607  0.249  0.804  
いいえ 126 4.177  0.591      
第 5因子 はい 149 3.716  0.775  -0.152  0.879  
いいえ 126 3.730  0.773      
第 6因子 はい 149 4.302  0.580  2.474  0.014  
いいえ 126 4.119  0.646      
第 7因子 はい 149 4.190  0.664  -0.930  0.353  
いいえ 126 4.265  0.658      


































































表 4-11 就職に成功するために必要と思われる項目の重要度と各項目に対する自己評価 
項目 重要である 有利 
1. 資格免許 93.5% 42.2% 
2. 学歴 92.0% 46.1% 
3. 大学ランキング 78.9% 28.4% 
4. 成績 67.2% 46.5% 
5. 社会経験 96.0% 40.4% 
6. 素質 96.0% 81.8% 
7. コネ 90.9% 42.9% 
8. コミュニケーション能力 96.4% 69.1% 
9. やる気 92.0% 82.9% 
10.責任感 97.1% 89.4% 
11.思考力 96.0% 75.3% 
12.戸籍 62.2% 42.9% 
13.専攻 81.1% 68.4% 
14.実践能力 91.0% 61.1% 
15.特技 62.2% 53.1% 
16.性別 57.8% 32.4% 























































表 4-12 就職情報の入手先（複数選択） 
情報源 パーセンテージ（人数） 
1. 就職のウェブサイト 70.9%（195） 
2. 企業展・説明会 62.2%（171） 
3. 大学のキャリアセンター 58.2%（160） 
4. 企業のホームページ 54.2%（149） 







表 4-13 職業に関する目標に影響を与えた人(複数回答)  
影響を与えた人 パーセンテージ（人数） 
1. 父親 50.2%（138） 
2. 先輩 45.5%（125） 
3. 友達 44.4%（122） 
4. 先生 43.3%（119） 














表 4-14 就職の目標に影響を与える外部要素をどの程度重視しているか 
質問項目 重視する 
1. 企業側の態度と雇用傾向 93.1% 
2. 就職した先輩たちの経験とアドバイス 90.9% 
3．国の関連する政策の変化 90.2% 
4. 大学のキャリアセンター・就職課からのアドバイス 85.5% 
5. 両親家族のご意見 78.9% 



















C1 今実施されている二胎政策」をよく知っている 16.4% 53.5% 69.9% 
C2 実施されている「二胎政策」に関心を持っている 09.5% 41.5% 51.0% 
C3 実行されている「二胎政策」は自分と関係がある 19.6% 42.2% 61.8% 
C4 二胎政策」は企業側の女性に対する偏見を深刻化させる 22.9% 45.8% 68.7% 














第 6因子「生涯安定・福利厚生完備」、第 7因子「能力平等発揮」；p. 22参照のこと）と「二
胎政策」に関する 5つの質問項目（表 4-15中の C1-C5）の関連を相関分析により検証した。
表 4-16にその結果を示す。 
 
表 4-16 就職に際しての選択基準の 7因子と「二胎政策」に関する質問項目の相関関係 
  第1因子 第2因子 第3因子 第4因子 第5因子 第6因子 第7因子 
C1：今実施されている二胎政策」
をよく知っている。 
.057 .109 .118 .145* .052 .109 .026 
C2：実施されている「二胎政策」
に関心を持っている。 
-.047 .198** .105 .060 .016 .039 -.053 
C3：実行されている「二胎政策」
は自分と関係がある。 




-.058 .047 .019 .061 -.099 .032 -.017 
C5：「二胎政策」は私の就職に
対して不利な影響がある。 
-.138* .083 -.018 .052 -.130* .027 -.063 
* p < .05, ** p < .01, *** p < .001. 表中の数字は相関係数を示す。 
注:就職に際しての選択基準の 7因子：第 1因子は「能力を高める・専門を生かせる」、第 2
因子は「低競争・楽な仕事」、第 3 因子は「高収入・高地位・高望み」、第 4 因子は「女性
を活用する職場・仕事家庭を両立する」、第 5 因子は「人と社会の役に立つ仕事」、第 6 因
子は「生涯安定・福利厚生完備」、第 7因子は「能力平等発揮」。 
  
就職の選択基準の 7因子のうち、第 2因子の得点と「二胎政策」に関する質問項目 C2お






また、就職の選択基準の第 4 因子と「二胎政策」に関する質問項目 C1 および C3 との間














関がみられた（r = -.138, p < .05）。これは就職の選択基準の第 1因子「能力を高める専
門を生かせる」の得点が高ければ高いほど、質問項目「「二胎政策」は私の就職に対して不
利な影響がある」の得点が低くなることを意味している。また、第 5因子と質問項目 C5と






























































閲覧日 2017年 12月 20日 
35 fast moving consumer goods の略で、日用品のこと。生活に欠かせない、低価格の消費者向けの製品。  





































































































































































































































                                                   
38 2人を持っているのはいい。 
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Q1.学年 1 大三                2 大四  
Q2.学院专业     （               ）学院（              ）专业 
Q3.户籍所在地 1 农村          2 一线都市（北上广深）    3 其他城市 
Q4.兄弟姐妹 1 独生子女      2 有一名           3 有两名或以上 
Q5.现住所 1 和父母住      2 学生宿舍         3 在外租房 









 完全不重视 不太重视 不置可否 比较重视 非常重视 
Q1.没有工作调动 1 2 3 4 5 
Q2.工作内容轻松 1 2 3 4 5 
Q3.休假制度健全 1 2 3 4 5 
Q4.工作离家近 1 2 3 4 5 
Q5.工作稳定无下岗 1 2 3 4 5 
Q6.没有岗位竞争压力 1 2 3 4 5 
Q7.保险制度健全 1 2 3 4 5 
Q8.工作地址在大城市 1 2 3 4 5 
Q9.同一单位或领域有熟人 1 2 3 4 5 
Q10.收入高 1 2 3 4 5 
Q11.工作单位有发展潜力 1 2 3 4 5 
Q12.规模大 1 2 3 4 5 
Q13.知名度高 1 2 3 4 5 
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Q14.工作内容自己感兴趣 1 2 3 4 5 
Q15.与自己的专业有关 1 2 3 4 5 
Q16.能发挥自己的能力或特长 1 2 3 4 5 
Q17.升职等各种机会平等无歧视 1 2 3 4 5 
Q18.出差机会多 有海外派遣的可能 1 2 3 4 5 
Q19.工作研修机会多 1 2 3 4 5 
Q20.能学到专业技能 1 2 3 4 5 
Q21 升职机会多 1 2 3 4 5 
Q22.能提高自己的能力 1 2 3 4 5 
Q23.工作内容具有多样性 1 2 3 4 5 
Q24.社会地位高 1 2 3 4 5 
Q25.对社会有贡献 1 2 3 4 5 
Q26.对他人有帮助 1 2 3 4 5 
Q27.工作和家庭是否可以兼顾 1 2 3 4 5 
Q28.职场的环境 1 2 3 4 5 
Q29.公司的理念，风气 1 2 3 4 5 







 完全不符合 不太符合 比较符合 非常符合 
Q1.维持生计  1 2 3 4 
Q2.挣零花钱  1 2 3 4 
Q3.享受生活 1 2 3 4 
Q4.获得劳动的乐趣与满足 1 2 3 4 
Q5.自我实现自我成长 1 2 3 4 
Q6.履行一个社会中成人的职责 1 2 3 4 
Q7.为了社会和他人尽工作的责任和义务 1 2 3 4 







 对成功就业的重要性 在这些因素上您是否占有优势 
不重要 不太重
要 





Q1.资格证书 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q2.大学学历 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q3.大学排名 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q4.大学成绩 1    2 3 4 1 2 3 4 
Q5.社会经验 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q6.个人素养 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q7.人脉关系 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q8.交流能力 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q9.工作热情 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q10.责任感 1 2 3 4 1 2 3 4 
D11.判断分析能力 1 2 3 4 1 2 3 4 
D12.户籍 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q13.所学专业 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q14.实际专业技能 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q15.兴趣特长 1 2 3 4 1 2 3 4 
Q16.性别 1 2 3 4 1 2 3 4 







 完全不重视 不太重视 比较重视 非常重视 
Q1.学校就业指导和就业形势分析 1 2 3 4 
Q2.用人单位的意见与偏好 1 2 3 4 
Q3.父母家人的意见  1 2 3 4 
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Q4.已毕业前辈的意见和经验 1 2 3 4 
Q5.国家相关的政策变化   1 2 3 4 






1 为了经济上独立       2 为了充实人生       3 为了自我完善       4 为了地位名声 
5 为了贡献社会         6 为了赡养父母       7 为了发财            8 为了家族荣誉 









1 政府机关     2 事业单位    3 国有企业    4 外资企业     5 科研单位    6 国内私有企
业      7在国内考研     8留学        9创业   10在国外就业   11没有特别要求   12




1 行政管理者    2 办公室人员    3 教师      4 专业技术人员    5 企业经营者      6 个
体经营者   7 商店从业者   8 工厂劳动者   9 农业劳动者   10 自由业者        11 军人      
12 不 清 楚          13 无 业 ， 待 业 人 员        14 其 他 意 见




1 学校的就业指导部门    2 报纸新闻杂志   3 朋友   4 学长学姐   5 求职网站等       6
父 母 亲 戚    7 企 业 的 网 站    8 学 校 内 外 的 招 聘 会     9 其 他






1 父亲   2 学长学姐     3 朋友    4 兄弟姐妹    5 母亲   6 老师   7 历史人物，名人 







 完全不符合 不太符合 比较符合 非常符合 
1 对于现行的“二胎政策”是了解的 1 2 3 4 
2 对现行的“二胎政策”保持关心态度 1 2 3 4 
3 认为现行的“二胎政策”跟自己有关系 1 2 3 4 
4 现行的“二胎政策”加深了企业对女性的偏
见 
1 2 3 4 
5 独生子女政策废除后现行的“二胎政策”对
自己的就业会有不好的影响 
1 2 3 4 
 
 
 
 
问卷到此结束，请最后确认有无遗漏，再次感谢您的耐心作答！ 
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采访调查志愿者的征集 
本次调查还需要在参加问卷调查的同学中征集愿意接受采访调查的志愿者，调查内容以访谈
的方式进行，请有意愿参加的同学在信息栏内留下您的姓名与联络方式。您所填写的信息和
访谈的内容仅供此次调查研究，并受到严密的隐私保护。 
调查的实施时间和地点我们会在与您商讨后确定。感谢您的配合帮助！ 
姓名： 
电话号码： 
微信： 
邮箱： 
 
